





昭和12年日 支事変が始 ま り ． 昭和16年末 に は太平洋戦争に 発展 し， 昭和20年夏終戦 に 至 る ま で の戦時中の
金沢医科大学第 一 内科 く谷野富有夫教授い こお い て行わ れ た 航空医学 に 関す る 記録は殆 ど忘 れ ら れ て い る の
で ． こ こ に その 歴史を振返 り た い ．
日支事変頃か ら 谷野 内科 の主要な研究テ
ー マ に 仁低圧環境下 に 於 け る生体機能 の研究J があ っ た 一 当初よ
り こ の研究 に 従事 した の は 安藤鎌次郎く昭和11年科 ． 私 く昭和12年科 と ， 荒木
一 郎 僻 和13年科 で あ っ た ．
安藤ト5－は低圧環境と酸化還元 系の 研究 をし て ． 昭和14， 15， 16年 の第36， 3 7， 38 回 日本内科学会総会に 発表
し ， こ れ を昭和18年学位論文 と し て十全会誌 に 掲載 し ， 昭和19年 に学位 を得 て い る ．
荒 ポーは低圧環境 と肝臓内酸素拡散恒数の研究 を行い ， 昭和17年第39 回 日本内科学会総会 ， 第29 回 日本消化
器病学会総会 ， 及び第 一 回大 日本航空室医学会に 発表 し ， 昭和19年十全会誌 に 掲載 し ， 昭和19年学位を授与
さ れ た が ， 既 に 戦死後 であ っ た ． こ の 二 人の 研究は昭和14年頃 よ り発表 し て い る ので t まだ 航空医学と い う
言葉が定着 して い な い こ と ， ま た 論文の 掲軌 学位 の授与 が終戦前で あ る こ と に 注目 す べ きで ある ■ 私は低
圧環境の生体防禦機能 に 及 ぼす 影響 を研究 して い た が ， 軍医と して 3 回出征 した た め研究 の終 わ っ たの は昭
和19年お そ く であ り ， 後述 の 理 由で 公表の機会 を失 っ た ．
昭和17年戦争 は激化 し ， 文部 省は 時代 の要請 す る研究題目 を募 り ， 科学研究費 を重点的 に そ れ に 向ける こ
と と な り ， 谷野 教授 が r航空医判 の分野 を担当す る こ と と な っ た － それ は こ れ まで の 低圧 に関す る研究実
績よ り みて 当然の成行き で あり ． 研 究に は文部省の科学研究費 が支給 さ れ た ． 当時 こゐ分野の最先端 を行く
もの と して ， 谷野 内科の 研究 に は各方面か ら多く の 期待が か けら れ ， 軍部 か ら も か な り多額 の研究費が支給
され た と 聞く ．
こ う して 航空医学 ． 特に 低圧環境 の研究 は教室 あげて の テ ー マ と な り ， 多く の 教室貞は何ら か の 形で こ の
研究 に 参加 した ， こ の時期教室貞は次 々 と応召さ れ ， 教室 に 残 っ て い る者 は少 なく ， 召集 を ま ぬ が れ た者と
復員 して きた 者が ， 絶 え る こ と な く研究 を続 け た 一 夏 田康彦く昭和 8年科 は胃機能 に 及 ぼ す 影響 ， 和 田 光
く昭和10年科 は循環機能 に 及 ぼ す影響 ， そ の 他柿下正道 ， 加藤三 千雄 ， 田 近清 ， 橋本六 肌 岡 田正 二 ， 佐藤
山怒乃 は生体防禦機能並 び に 胃機能 に 及 ぼ す影響 な ど多く の 成果 をあげた が ， 公 表 され て い な
い
． くr金沢 大学
医学部第 一 内科百年 のあ ゆ みJ
8Iよ り 引用1
敗戦 に より研究は中止 と な り ，谷野 教授 は米軍進駐後 に 起 こ る か も しれ な い 事態 を配慮 して ， 低 日勤 圧
タンク
は破壊 し て土 中に 埋 め ，膨 大な 実験器具 を破棄処分し ， それ ま で の研究成果で あ る多く の 論文な どは 同時に 焼
却さ れ る運命 とな っ た 甘金沢大学医学部百年則 幼532ペ ー ジ に は r 米軍の 中止 命令に よ り ． 関係施設は全部
破壊 され ， そ の成果も 公 に さ れ な か っ たJ と ある が ， こ れ は誤 り で ， 米軍よ り の 命令 は な か っ た1今か ら思
え
ば米軍 に して も ， 平時で も必要 な航空医学の研究 を ， あ な が ち軍国主義の対象と考え る ほ ど狭量 と は思
われ
ず
， 何 も恐れ ずに 研究成果 を発表 し て も よか っ た の に と惜 し まれ る ．
私の研究論文は昭和2 0年学位申請 の た め 印刷す る準備が出来上 が っ てい たが ， 終戦 に な り 上
に 述 べ た事情
で 発表 を許 され な か っ た ． 休 日も 休む こ と な く精塊 を こ め て仕上 げ た論文 を無 に す る 事 は残念であ りl 戦死
した 同僚 の た め に も こ れ らの 事実 を記載 して ， こ の よ う な苦 しい 時代 の記録 を後世 に 伝 え たい ． 私 は他
の 論
文で 昭和21年に 学位 を取得 した ． 本命で あ っ た 論文を 十全会誌に の せ る事 が で き な か っ たが ， 幸
い とい うか
焼却 し た私の論文 の控 え を持 っ て い た ． もう50年も た ち航空医学も随分進歩 した と 思う し， 今更原著
とし て
投稿す るつ も りも な い ． ま た十 全医会誌 の投稿規定も昔と変わ っ て い る の で ， 当時 を振返 る た
め に あえて原
文 の ま ま以下 に 記載 し ， 谷野内科時代の航空医学研究 の
一 端 を伺 っ て も ら えれ ば， 焼却さ れ た 多く の他の同
僚 の研究に 対 して も ． 慰 め に な る の で は な い か と思う ．
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第 l 章 緒
低壁環境ノ 生体 二 及ボ ス 影響 二 関 ス ル研
究 ハ 尤大 ナ ル 敷 二 連 シ テ 居ル モ 低壁環境ガ
生体防衛機能 二 及ボ ス 襲化 ヲ瞼セ ル 研究 二
至 ッ テ ハ 多イ ト云 フ事ガ出来ナ イ 0
生体防衛 二 最 モ 関係ガ深イ ト考 へ ラ レ ル
補体 ， 血清防禦素並 二 網内系 ノ 異物塙取機
能 ノ 欒化 二 就 テ ハ ， 金森
くJJ高橋くヂ1高密ヂI高
島囲 ノ 報告 ガ ア ル ノ ミ デ ア ル ． 郎 チ ， 金森
ハ 8 一 － 24時間 ノ 観察デ 60 0ガ布野 東壁以下
二 於 テ ハ 動物体内ノ 補休量 ハ 減少シ菊塵 ノ
低キ ニ 従 ッ テ 減少ノ 度モ 亦大 デ ア リ ， 防禦
素 ノ 殺菌力 ハ 低塵負荷後 い － 7 日目 二 於 テ
検査セ ル 場合6 0 0冊 代筆 菊庄迄 ハ 襲化 ハ ナ
イ ガ
，
5 0 0瑚 骨 侶麿負荷デ ハ 1 日目 ニ ハ
襲化 ハ ナ イ ガ 7 日目 二 於テ 其 ノ 債約3分ノ
2 トナ ル ト イ ブ ， 高橋 ハ 4 0 0オ射せ 菊圧 1
日6時間宛作用セ シ メ い － 7 日間 ノ 観察デ
ハ 補体贋 ニ ハ 著明ナ ル襲化 ハ 認 メ ナ イ ト報
告シ テ ヰ ル 0 高味 ハ 家兎 二 約 1時間酸素稀
繹空菊呼吸ヲ強 ヒ チ ノ 賓験デ酸素稀得度
11，7％デ ハ 正常空気呼吸時 二 比 シ テ多ク差
異 ヲ詔 メ ナイ ガ 酸素稀繹度9 へ ノ 8 ％ ニ 至 レ
バ網内系ノ トコ ン ゴ ロ ー り 色素横取能 ハ
著 シ ク低下 シ テ 緩慢 トナリ ， 然 モ網内系ノ
色素掻取能低下 ヲ釆 ス 稀輝度 ノ 限界 ハ 酸素
濃度 9 〆 － 8 ％ ニ 存 ス ル ト結論 シ テ ヰ ル ． 高
島 ハ 人工 的 二 家兎 二 束道狭窄 ヲ作 ッ テ 呼吸
困難 ヲ起 サ シ メ ， 呼吸困難襲生 後1 ， 2，
3 ， 5 ， 7 ， 10 ， 15 ， 20 ， 及 ビ30 日目 二 塁
汁ヲ 注入 シ30分後 二 屠殺 シ テ 主 ト シ テ肝臓 ，
肺臓 ， 骨髄 二 於ケ ル 墨粒貧喰状態 ヲ戟察シ，
1 日目 ヨ リ次第 二 貧喰機能 ハ 低下シ30日目
二 於テ 極限 こ 遵 シ タ ト報告 シ テ ヰ ル 0
以上 ノ 如ク低壁下生仕防衛機能 二 関 ス ル
検索 ハ ス ク ナ ク ， 低歴條条ヤ賓陰結果モ ー
様デ ナ イ ， 為 二 生体防衛機能 二 対 ス ル 低壁
負荷ノ 影響 二 就テ 明瞭 ヲ映ク点が存ス ル ノ
デ本質験ヲ企 テ タ ．
第 2 章 責 輸材料 及 ビ 責敵方 法
貫験動物トシ テ ハ 成熟家兎及 ビ400グ内
外ノ 雄性海 瞑ヲ用 ヒ タ 0 低塵装置 ノ 要領 ハ
高橋椅I ニ 従 ヒ 水壁抵抗装置 卜水流 仁ポ ン プJ
ト ヲ用 ヒ之等両者ノ 間 二 内容量約20 ヱノ
rェ キ シ カ ー ト ルJ 用硝子容器 ヲ介在セ シ
メ
， 動物容器 トシ タ 0
余 ノ 用 ヒタ低壁 ハ 59 6御心伊， 46 2珊 H伊
35 3珊 Hグ デ動物 二 度餌ヲ輿 へ ， 容器 ヲ清
拭 ス ル為毎日 一 回約30分平壁 ト ス ル以外4
へ 5週間連繚低壁負荷ヲ行 ヒ ， 低歴作用1
日 ， ．3 日 ， 5 日 ， 1 ■ u 5 週 間後 二 補体潜血
力 ， 結合力 ， 血清殺菌力並 二 仁コ ン ゴ ロ ー
トJ 法 ， 墳 塞法 こ ヨ リ網内系機能ヲ検査 シ
タ
． 諸検査用採血 ハ 復壁後空腹時 二 家兎デ
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ハ 耳静腺 ヨ リ ， 濁 瞑 ハ 心臓穿利 こ ヨ リ夫 々
血液5 一 － 2 cc採取 シ タ0
潜血力測定 ハ トワ ッ セ ル マ ン 氏反騰検査
術式 ノ 補休債測定法 二 準ジ被輸血清 ヲ家兎
デ ハ 5倍 ， 海瞑 こ 於テ ハ 20倍ノ 基本稀揮ヨ
リ始メ夫 々50倍 ， 20 0倍迄 ノ 間 ヲ10笹画 ト
トナセ ル 内容量 0．2 5CC ノ逓減的稀繹列 ト ナ
シ
，
ソ ノ 各 々 こ 5％ 山羊感作血球浮遊液
0，5cc及 ビ生理的食塩水053Cヲ加 へ 37．C ノ 水
浴 ニ30分間作用セ シ メ判定 シタ ．
完全溶血 骨 ，％潜血冊 ， ％ 溶血甘 ， 兄
溶血 －ト 全ク溶血 シ ナ イ モ ノ ヲ ー ト ナ シ夫
々 4 ， 3 ， 2 ， 1 ， 0 ナル 数値 ヲ輿 へ 逓減
的稀繹10本ノ 試験官ノ 各々 ノ 潜血程度 ヲ示
ス ソ レ 等敷 ノ 総和 ヲ以テ 潜血カ ヲ現 ハ シ タ 0
結合力 ハ 15％ 仁コ レ ス テ リ ンJ 加牛心ア
ル コ ー ル エ キ スJ 抗原 二 封ス ル 単淘結合性
ヲ瞼ス ル コ ト ト シ タ ．
其 ノ 測定 ハ 潜血カ ノ 測定 卜並列 ニ シ テ 同
時 二 行ヒ第1試験管列 二 於テ 前述 ノ 如ク測
定セ ル溶血カ ヨ リ抗原く海瞑血 清ノ 質験時
こ ハ 生理的食塩水ヲ以テ 6倍 ニ ， 家兎 ノ 場
合 ニ ハ 15倍 二 稀繹 シ タ モ ノ ヲ各0．25 cc宛用
ヒ タう ヲ加 へ タ 第2試験管列くコ ノ 場合 ハ
食塩水0．2 5ccヲ用 ヒ タフ ノ 溶血 カラ差引イ
タ数値ヲ 以テ結合力 ヲ示 ス コ ト ト シ タ ．
く第1表う
血清防禦素測定 ハ 被検血清05c cヲ10倍稀
帯ブイ ヨ ンJ ヲ以 テ 2倍 ヨ リ64倍迄倍々 稀
樺ヲ行 ヒ其ノ 各々 ニ rチ ブ ス 菌液 一 白金耳
ヲ添加 シ37 ．C 2時間培養シ ソ ノ 各 々 ヨ リ ー
白金耳ヲ トリ平板寒天 二 混樺培養シ24時間
後畢生セ ル衆落敷ヲ計算シタ 0 封照 ト シ テ
稀繹ブイ ヨ ンJo．5c cヲ 入 レ タ モ ノ こ 前記 菌
液 一 白金耳 ヲ加 へ ， 其ノ 直後並 こ37．C 2時
間後夫々 一 白金耳 ヲ トリ ， 此 ヲ 平板寒天培
養 シ畢生 シタ衆落敷 ヲ夫々 K． K2 ト シ タ 0
殺菌力 ノ 程度 ヲ示 ス ニ ハ 各平板寒天培養 ヨ
リ畢生セ ル衆落敷ノ 繚和ヲ K． ニ テ 除 シタ ル
商ヲ以テ シ タ ． 菌自身ノ 質験時増殖カ ノ ー
定 ナ ル ヲ知 ル 為 ニ K 〆冗 1， ヲ 同時 二 計算 シ
テ賓験結果ノ 正確ヲ 期 シ タ 0 く第1表ン
網内系機能検査法 ハ A dle r － Reim a n n
ノ rコ ン ゴ ロ ー り 法並 こ 項塞法 二 依 ッ タ o
A dler － Reim an n ノ rコ ン ゴ ロ ー り 法
法 ハ 三 好氏
冊
ノ 意見 二 従 ヒ新 rコ ン ゴ ロ ー
トJ 指敬ヲ以テ 網内系ノ 機能状態 ヲ示 ス コ
ト ト シ タ ． 墳塞 ノ 方法 ハ 低壁負荷前2％
トトリ バ ン ブ ラ ウJl．5ccへ 2c cニ テ 2 臥
10％墨汁5 c cデ 1 回都合3回3 日間予備嘆
塞ヲ ナ シ 其ノ 翌日 ヨ リ 4週間低壁負荷 ヲ行
ッ タ 0 低堅負荷後 ハ 寮験ヲ終了ス ル第4週末
迄各週 ノ第5 日第 6日 二 夫 々 2％ トトリ ペ
ン ブ ラ ウJl－5cc一 － 2 c c， 10％墨汁 5ccデ ー
回 ノ 墳塞 ヲ行 ッ タ 0
溶血カ ノ 測定 ハ 予備嘆塞開始前日 ， 予備
墳墓終了翌 日低壁負荷前 二 一 回行 ヒ之 ヲ封
照値 ト シ以後低墜負荷 1 ， 3 ， 7 ， 14， 21，
28日後 こ 各 一 回測定 シ タ ． 文同様ノ墳塞ヲ
ナ ス モ 低塵 ヲ負荷 シ ナ イ 一 群 ヲ対照ト シ ク ．
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第 3 章 責 瞼 成 績
第 l 節 補 体 二 封 ス ル 影響
596オ叶汐 ， 353 珊 Hダ 低壁負荷富験 ニ ハ
家兎 ノ ミ ヲ用 ヒ ， 46 2材 Hダ 低歴負荷貰験
ニン1家兎卜海撰ト ヲ用 ヒ テ 貰験シ タ 0
l． 封原 案験
動物ヲ ー 定傑件下 二 飼育 ス ル トキ ハ 補体
溶血カ ハ 佐藤川 ノ 言 ヘ ル 如ク季節的埜イヒハ
免 レ 難イ モ ノ デ ア ル ガ 目差 ハ 著明 ノ 欒化 ヲ
示サ ナ イ コ ト ハ 先進聾者 ノ 等シ ク認 ム ル 所
デ ア ル 0
余 ハ 家兎5例， 海猥 6例 二 就イ テ 此 ノ 点
ヲ 検討 シ タ ガ家兎 二 於ケ ル補体溶血カ ハ 1
へ 4 週 ノ 観察期間中 － 1．5一 － ＋1，0 ノ 増減ヲ示
シ タ ニ 過ギズ此ノ 間 二 於ケ ル補体結合力 ノ
日差ノ 動揺モ 亦少デ ー 3．0 一 － ＋1．5ノ 間 二 止 ッ
タ 0 海浜6例 二 就テ ハ 1 一 － 7 週間 ノ 観察期
間中溶血カノ 動橋 ハ ー 5 一 － ＋0．5， 結合力ノ
動揺 ハ 0 一 － ＋ 3 ノ 範囲 こ 止 ッ タ 0 く第2表う
2． 5 9 6珊 H才低壁負荷ノ場合
賓験例数 ハ 9例 ニ シ テ 1例 ハ 42 日間3例
ハ 35日間5例 ハ 28 日間観察シ タ ．
溶血カ ハ 9例申8例 ハ 低壁作用後第 い －
3 日目 二 於テ 下降シ ， 1例 ハ 下降シ ナ カ ッ
タ 0 其ノ 後 ハ 全例共上昇 ノ傾向 ヲ示 シ タ ガ
過半数 ハ 正常値 ヲ越 エ ナ カ ッ タ 0 正常値ヲ
越 エ タ 3例申著明 二 上昇 シ タ 1例 ハ 次第 二
下降 シ 第4週 末 ニ ハ 正常値 二 等シ ク ナリ他
ノ 2例 ハ 上昇後 一 旦正常値以下 二 下降 シ 第
4週末賓験終了時 ニ ハ 正常値以上 こ 第2次
上昇ヲ示 シ タ0 残リ ノ 6例 中1例 ハ 多少 ノ
動揺 ヲ示 シ タ ガ第4 週末迄著襲ナク ， 他 ノ
5例 ハ 再度次第 二 下降 シ夫々 最終賢験時迄
ニ ハ 正常値 こ 比 シ著明 二 下降ヲ示 シ タ 0
結 合力 ノ 場合モ 低歴作用後第 い － 第3 日
目 二 於イ テ 過半数 ハ 下降シ 第1週末 こ ハ 夫
々 全例共上昇 ノ傾向 ヲ示 シ 其ノ 後程過 ハ 下
降 ヲ 示サ ナ カ ッ タ 3例 ハ 多少ノ 動揺ヲ示 ス
モ 上昇値 ヲ持績 シ 3例 ハ 略正常値近ク ヲ辿
り頚リ ノ 3例 ハ 全般的 こ ミ テ 下降値ヲ持績
シ タ 0 く第3表う
3． 46 2肘 Hグ低壁負荷ノ 場合
家兎辛酸例数 ハ 10例主 シ テ 長 キ モ ノ ハ 刃
日間， 短 キ モ ノ ハ 10日間観察シ タ 0 潜血カ
ハ 10例中1例 ハ 正常値 卜大差ナ ク 2例 こ 於
テ ハ 下降シ賓験中正常値 ヨ リ上昇セ ザ ル モ
頚リ ノ 7例 ハ 低歴負荷3日以内 二 溶血力上
昇 シ多ク ハ 正常値 ヲ越 エ ル ニ 至 ッ タ ． 以後
ノ 経過中 ニ ー 過性 ノ 下降 ヲ示 ス モ ノ ア ル モ
再度上昇シ賓験観察期間中 ニ ハ 正常値 ヨ リ
下降 シ ナ カ ッ タ 0 然 シ乍 ヲ40日間ノ 長期間
観察 シ タ 1例 ハ 末期 二 至 ッ テ著明ナ溶血カ
ノ 下降 ヲ示 シ タ ．
要 ス ル ニ 4 6 2折方Hグ 低壁負荷 ノ 場合 二 於
テ ハ 動物個体ノ 適應性如何 ニ ヨ リ溶血カ ノ
下降 ス ル モ ノ ア ル モ 大多数 ハ 比較的長期間
上昇ノ 傾向 ヲ示 ス モ ノ ノ 如ク デ ア ル 0
結合力 ハ 第1週 二 於テ ハ 上昇例 卜下降例
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卜相半 シ第2週以後 二 於テ ハ 何 レ モ上昇ノ
傾向 ヲ示 ス モ 4例 ハ 正常値ヲ 越 エ ル ニ 至ラ
ズ他 ノ 6例 ハ 第2 一 － 5週 ノ 間 二 於テ 正常値
二 比 シ 上昇 シ タ 0 く第 4表う
次 二 海瞑 ニ ッ イ テ デ ア ル ガ海瞑 ハ 動物小
デ ア ル ク メ心臓穿刺 ニ ヨ ル 採血 ノ 影響 ヲ考
慮 シ長期群く4週間以上観察シ タ モ ノ 1短
期群く8 日間以内 ノ モ ノ う こ 分ケ テ観察シ
タ
0 溶血カ ハ 6週間低壁 ニ シ タ 4例中2例
ハ 上昇 シ第2週 二 正常値迄下降 ス ル モ再度
正常値以上 二 上昇 シ タ 0 1例 ハ 全観察期間
中略不欒， 1例 ハ 第 2週末 ヨ リ下降シ第5
週末 二 略回復シ タ 0 4週間観察 シ タ 3例申
2例 ハ 第 い － 2週 日 二 上昇 ヲ示 シ 第3週末
二 正常値 こ 復シ タ ， 1例 ハ 第2週末低下 ス
ル モ 第3週末回復 シタ 0 く第5表う
短期群デ ハ 第1 日 二 瞼 シ タ 7例中上昇2
例不襲5例第2 一 － 4 日 二 瞼 シ タ 7例中上昇
5例不襲1 例下降1例第6 一 － 8 日 二 検シ タ
3例中上昇1例不襲 2例デ ア ッ タ故 二 低壁
負荷後 ハ 上昇 ノ 傾向ガ ア ル ト解 ス ル コ ト ガ
出来ル ． く第6表う
結合力 ハ 6週間観察シタ 4例中不襲ノ モ
ノ 2例第3 一 － 4 週 日以後軽度ノ 上昇 ヲ呈シ
タ モ ノ 2例デ ア ル ． 4 週間観察シ タ 3例中
2例 ハ 略不欒デ 1例 ハ 第3週 日軽度 二 上昇
シ 4遇後 二 回復 シ タ 0 く第5表1
短期ノ モ ノ ニ 就 テ 戟ル ニ 第1 日 二 検 シ タ
7例中上昇 1例不欒6例 ， 第2 一 － 4 日 二 槍
シ タ 7例中上昇 1例不埜4例下降2例 ， 第
6 一 － 8 日 二 検 シ タ モ ノ 3例中上昇2例不襲
1例デ ア ル ． く第6表I
4． 353 相 野 低壁負 荷の 場合
草陰例数 ハ 8例 ニ シ テ 7例 ハ 4週 臥 1
例 ハ 5週間観察シ タ 0 潜血カ ハ 8例共低塵
負荷後第1日目 ヨ ル 既 二 上昇シ 第1週 日 ハ
上昇値ヲ椎持シ早 キ モ ノ ハ 第2週 ヨ リ ， 遅
ク モ 第4週 日 ヨ リ次第 二 下降ノ 傾向 ヲ辿 ル
ガ上昇高度デア フ タ 2例 ハ 第4週末 二 至 ル
ル モ 依然正常値 ヨ リ高キ値 ヲ持繚シ タ ， 1
例 ハ 第4週末正常値 二 復シ 5例 ハ 第4 週末
二 於テ ハ 正常値 ヨ リ下降 シ タ 0
結合力 ハ 低壁負荷後第1 日目 ニ 8例中6
例 ハ 既 二 上昇シ ， 他 ノ 2例モ 第3日目 ヨ リ
上昇 シタ ． 以 後ノ経 過 ハ 動揺 ヲ示 ス モ第4
週末尚正 常値ヨ リ高キ値 ヲ示 ス モ ノ 5例正
常値 二 略等 シイ モ ノ 1例 ， 他 ノ 2例 ハ 第2
週 ヨ リ次第 二 下降ノ 傾向 ヲ示 シ 第4週末 ニ
ハ 正常値 ヨ リ下降 シ タ 0 即 チ 結合力ノ 襲化
ハ 462ガガHグ 低塵負荷 ノ 場合 こ 於 ケ ル 賓瞼
値 ヨ リ モ 全般的 二 梢々 上昇 ノ 傾向 ヲ示 シ タ 0
く第 7表う
第2 節 防禦 素 二 封 ス ル 影響
賓験動物 ハ 補体 こ 於ケ ル場合ノ 如ク5 96
柑 Hグ， 3 53冴ガH伊 低堅負荷賓験 ニ ハ 家兎 ノ
ミ ラ用 ヒ 462珊 Hグ 低堅負荷賓験ノ 際 ニ ハ
家兎 卜海瞑ト ヲ用 ヒ タ 0
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l． 封 照 責 飴
家兎 5例海瞑6例 二 就 イ テ防禦 カノ 日差
ヲ検討 シ タ家兎 ハ 3 へ 39日間 ノ 観察期間中
余ノ 賓験数値ヲ モ ッ テ示 セ バ
ー 1．9 へ ＋0．7ノ
増減ヲ示 シ タ ニ 過ギズ ， 海 瞑 ノ 場合 二 於イ
テ ハ 14
一
－ 38 日間 ノ 戟察期間中 － 2．9 一 － ＋1．3ノ
範囲 二 止 ッ タ 0 く第8表プ
2． 596ガ斯Hダ低壁負荷 ノ場合
賓鹸例数7例 ニ シ テ 全例共4週 間観察シ
タ 0 7 例中3例 ハ 多少 ノ 動揺ヲ示 ス モ 第4
週末迄略不襲デア ッ タ ， 2例 ハ 第 2遇 へ 第
3週末迄不欒 ニ シ テ 其 ノ 2例 中1例 ハ 第2
週末 ヨ リ 1例 ハ 第3週末 ヨ リ正常値以下 二
下降 シ タ 0 残リ ノ 2例中 1例 ハ 第1週 日 ヨ
リ上昇 シ 第4週末迄上昇値 ヲ持繚シ タ ガ 1
例 ハ 之 卜反対 二 低壁負荷第1 日目 ヨ リ下降
シ第4週末 二 至り辛ジ テ 正常値 二 回復シ タ ．
要 ス ル ニ 596仰 Hダ 低歴負荷ノ 場合 ニ ハ
不襲及下降ス ル モ ノ 多ク上昇 ス ル モ ノ ハ 稀
デ ア ッ ク 0 く第9表う
3． 462椚オHグ低堅負荷 ノ場合
家兎ノ 場合 二 於テ ハ 賓験例数10例中1例
ハ 第1週 日 ヨ リ著シ ク下降 ス ル モ 9例 ハ 低
壁負荷第 1週前半ヨ リ殺菌力上昇 シ 4週間
観察シ タ 4例 ハ 何 レ モ 1 ノ ー 3週 目 二 於テ 夫
々 一 時的下降 ヲ呈 ス ル モ 以後再度著 明 二 上
昇 シ タ ． 其 ノ 内 1例 ノ ミ更 二 再下降 シ タ ．
く第10表う
次 二 海瞑ノ 成績 ヲ戟 ル ニ 辛酸例数8例中
1例 ハ 低歴負荷第5週 日迄不襲ナ ル モ 5例
ハ 低歴負荷後第1週 へ 第10日目 ヨ リ上昇シ
申 1例 ハ 第5週 目 二 至 ッ テ 始メ テ 正常値迄
下降 ， 4例 ハ 第30
一 － 55日目迄上昇値ヲ持横
シ タ 0 8例中他 ノ 1例 ハ 第 1週 日 ニ ハ 上昇
値 ヲ示 ス モ 第2遇以後 ハ 正常値 ヨ リ相嘗 こ
下降シ タ 0 8例中ノ埼リ ノ 1例 ハ 第2過日
迄不襲ナ ル モ 低歴負荷第30日目 ノ貰験時ニ
ハ 正常値 ヨ リ下降 ス ル ニ 至 ッ タ ．
く第11表1
A 353珊 H伊低挺負荷ノ場合
草陰例数 ハ 8例 ニ シ テ 4週間観察シ タ．
8例共低歴負荷第 い － 第3日目 二 於イ テ 既
二 上昇 シ タ 0 8例中7例 ハ 第1過 へ 第2週
末 ヨ リ下降シ始 メ 其ノ 内2例 ハ 次第 二 下降
シ蹟ケテ 第4週末迄 二 正常値ヨ リ相嘗下降
シ タ ガ 2例 ハ 第1週末正常値迄 下降シ第3
へ 第4週末 二 至リ ハ ジ メ テ 正常値以下 二 下
降シ タ 0 7例中ノ他ノ 2例 ハ 第 い － 第2週末
正常値迄下降シ 第4週末迄正常値 ヲ持績シ
タ 0 7例中ノ 痍リ ノ 1例 ハ 低壁負荷第3 日
目 二 正常値以下 二 相嘗下降 シ タ ガ第1週末
正常値迄回復シ 第3週末ヨ リ正常値以下 二
再度下降シ タ 0 8例申ノ残リ ノ 1例 ハ 低塵
負荷第1週 日 二 軽度 二 上昇 シ タ庫第4週末
迄略上昇値ヲ持績シ タ ． く第12表う
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第 3 節 約 内 系 二 封 ス ル 影 響
賓験條件 トシ テ ハ トコ ン ゴ ロ ー り 法 二
依 ル場合 ハ 5 96訝訝Hグ ， 3 53ガ訝Hg 低壁負
荷ヲ墳塞法 ニ ヨ ル 場合 ハ 462ガ肩Hグ 低腰負
荷ノ ミ ヲ行 ッ タ 0 賓騒動物 ハ 何 レ ノ 場合 二
於イ テ モ 家兎 ノ ミ ヲ用 ヒ 全例共 4週間戟察
シ タ
．
l． r コ ン ゴ ロ ー トJ法 二 依 ル 場合
封照賓験例数 ハ 4例 こ シ テ 4週間 ノ 観察
期間中 二 於ケ ル 目差 ハ ー 0．24
一
－ ＋0．13ノ 増
減ヲ示 シ タ ニ 過ギ ズ然 モ 増減 ニ ハ ー 定 ノ 傾
向ヲ見 ル 事 ガ出来ナ カ ッ タ 0 低塵負替貰験
例数ハ 59 6珊 H伊 ， 3 53椚万Hダ 低壁負荷何
レ ノ場合 二 於イ テ モ 夫々 5例デ ア ッ ク 0
先ヅ596ガ折柑 低塵負荷ノ 場合 ヲ見ル ニ
低壁負荷第1 日目 ヨ リ 5例共上昇 ノ 傾向 ヲ
示シ第3 一 一 帯 7 日目 二 於 イ テ 5例中3例 ハ
相嘗著 明 ニ ， 1例 ハ 軽度 二 上昇 シ 1例 ハ 上
昇 ノ傾向 ヲ示 シ タ ニ ス ギ ナ カ ッ タ ． 其ノ 後
第2週 日 ニ ハ 下降 ノ 傾向 ヲ示 ス モ 正常値以
下 二 下降 ス ル コ ト ナ リ再度僅 カ ニ 上昇 ス ル
カ或 ハ 其 ノ 健 ニ テ 正常値以下 二 下降 ス ル例
ヲ見ナ カ ッ タ 0
次 ニ 35 3珊 Hグ 低壁負荷ノ 場合ヲ通覧 ス
ル モ 59 6珊 Hグ 低壁負荷 ノ 場合 二 於ケ ル ト
同様低壁負替第1 日目 ヨ リ 全例共上昇 ノ 傾
向ヲ示 シ第 1週末迄 ニ 5例中 2例 ハ 著明 ニ ，
1例 ハ 僅度 こ 上昇 シ 2例 ハ 上昇 ノ 傾向ヲ示
シ タ ニ ス ギナ カ ッ タ ． 其 ノ 後 ハ 5例共第2
へ 第3週 日 二 於イ テ 下向ノ 傾向 ヲ示 シ 5例
申3例 ハ 第3週 日 ヨ リ 正常値以下 二 下降 シ ，
2 例 ハ 略正常値迄下降 シ タ 0 く第13表う
2． 填蛮法 二 依ル場合
健常家兎9頭 二 既述 ノ 如キ堰塞法 デ 3 日
間連続虞置 ス ル 時 ハ 溶血カ ハ ， 項塞後第 1
日目 ヨ リ過半数 ハ 上昇 シ タ 0 其ノ 後更 二 既
述 ノ 如キ要領 二 依り項塞 ヲ行 ヒ ツ ツ 低歴
462抑 Hグ ヲ負荷 シ タ モ ノ ト墳塞 ス ル モ 低
壁 ヲ負荷シ ナ イ く封照群ラモ ノ ト ニ 就 テ 潜
血カノ 襲化ヲ比較覿察シ タ． 対照群4例 ハ
予備嘆塞終7 翌日 二 於テ ハ 墳塞前 ヨ リ上昇
シ
， 次 デ 第1適中 二 於テ 全例 ト モ 下降シ以
後第1週末， 第2週末等 二 上昇ノ 傾向 ヲ示
ス モ 封照値く3 日間連繚堰塞後ノ 値うヲ越
ユ ズ第3週 日 ヨ リ 再度下降 シ第4週末 ニ ハ
封照値 ヨ リ相当下降 シ タ ． 低壁負荷ヲ行 ッ
タ 5例 ハ 低壁負荷第1 日目 二 過半数 ハ 封照
値 ヨ リ上昇 シ低壁負荷第3 日 へ 第5 日目 二
全例共下向 ノ 傾向 ヲ示 シ タ ． 其 ノ 後 ハ 第1
週後半 ヨ リ再度上昇 シ 過半数 ハ 封照値ヲ越
ユ タ ガ第2遇 へ 第3過 日 ヨ リ再度下降 シ始
メ 第4 週末 ニ ハ 封照値 ヨ リ全例共著明 二 下
降 シ タ ．
要 ス ル ニ 墳塞 二 依り 其 ノ 都度末梢血中補
体カ ノ 増加 ヲ招来ス ル ー 方墳塞 ヲ持繚ス ル
事 ニ ヨ リ 次第 二 補休カ モ 減弱シ タ ガ低壁 ニ
シ タ場合 ハ 封照群 二 比 シ減弱度が串カ ツ タ ．
く第14表う
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第 4 章 線 括 及 ビ 考 按
低壁 二 対 ス ル生休 ノ 反應 ニ ハ 個休的差異
ノ ア ル コ ト ハ 周知 ノ 事賓デア ル 0 余 ノ 貰験
成績 二 於テ モ 同 一 貰験條件下 二 於テ 賓験動
物ノ 反應 ハ 梢々 著明ナ 個体的差異 ヲ示 シタ
ガ宵瞼全般 ヲ通 ジ テ 明 カ ニ 一 定 ノ 傾向ヲ 見
ル コ トガ出来タ ． 即 チ家兎 二 於テ ハ 補体潜
血カ ハ 596珊 Hタ 低圧負荷 ノ 場合 ハ 低下 ス
ル モ ノ 多ク上昇 ス ル モ ノ 稀デ アリ，462欝 瑚
低壁負荷 二 於イ テ ハ 上昇 ス ル モ ノ 多ク ， 低
下 ス ル モ ノ 稀デ ア ッ タ ． 3 53仰 H才 低壁負
荷 ノ 場合 ハ 何 レ モ 上昇 ス ル モ ， 苦験後半期
二 至 レ バ 低下 二 移行 ス ル モ ノ ガ多 カ ッ タ ．
結合力 ハ 596 市布Hグ 負荷 二 於テ ハ 上昇 ノ
不変低下等ヲ示 シ ー 定 セ ズ ， 4 6 2ポ椚Hダ 低
墜負荷ノ 場合 ハ 上昇 ス ル モ ノ 梢々 増加 ス ル
ガ如キモ 低下又 ハ 不欒ノ モ ノ モ 認 メ ラ レ タ ．
3 53 加叶グ 低壁 二 至 レ バ 上昇 ノ 傾向ア ル モ
ノ ガ多カ ッ タ 0
仁チ ブ ス 菌 二 封 ス ル血清殺菌力モ 補体潜
血カノ 賓陰結果卜略等 シ キ欒化 ヲ示 シ タ 0
新 rコ ン ゴ ロ ー トJ 指数ハ 5 9 6府椚Hタ ，
353財 Hグ 低壁負荷何 レ ノ 場合 二 於テ モ 上
昇ノ 傾向 ヲ示 ス モ 3 5 3肘 H伊 負荷ノ 時 ハ 賓
験後半期 こ 至 レ バ 屡 々 低下 二 移行 シ タ 0 墳
塞賓瞼例ノ 場合 ハ 補体溶血カ ハ 項塞 ノ 都度
上昇 ス ル モ 墳墓 ノ 持綾 二 依り次第 二 減 弱シ
タ 0 墳塞卜同時 二 億圧 ニ シ タ賓験例 ハ 低圧
ニ シ ナ カ ッ タ賓験例 ヨ リ モ 減弱度ガ弱カ ッ
タ 0 海瞑 こ 於テ ハ 46 2脚 Hグ 低腰負荷 ノ 補
体溶血力 ， 結合力並 二 防禦素何 レ ノ 賓験成
績モ 亦家兎 二 於ケ ル宮坂成績 卜峰岡様デア
ッ ク 0
上述 ノ 成績 ハ 緒論 こ 述 べ タ金融8海尉9I
高射ゆ高島州 等 ノ 報告卜相反 ス ル 点が存在
ス ル ガ コ レ ハ 充分ナ ル 換気ヲ行 ヒ ツ ツ低壁
ヲ負荷 シ タ余 ノ 貰験條件 卜氏等ノ貿験候件
トノ 相異 ニ ヨ ル モ ノ デ ア ラ ウ0 補休， 防禦
素等ノ 生体防禦物質 ハ 主 ト シ テ 網内系 二於
テ産 生セ ラ レ 流血申 こ 放出セ ラ レ ル モ ノ デ
ア ル 事 ハ 周知 ノ 事賓デ ア ル ガ ー 部 ハ h d叩y ，
Gorec zky
咽 ノ 所謂貯蔵補体ト シ テ脾臓 こ
抑溜セ ラ レ テ 居 ル コ レ ラ ノ モ ノ ハ 貯蔵血液
放 出ノ 際流血中 二 送出セ ラ レ ル モ ノ ト考 へ
ラ レ ル ． 余 ノ青酸成績 二 於テ ハ 35 3珊 H才，
低塵負荷ノ 場合 ， 新 rコ ン ゴ ロ ー り 指数
ニ ヨ リ網内系機能 ハ 初期冗進 シ ， 末期屡々
低下 ス ル コ ト ヲ 知 り得 タ ノ デ ア ル ガ ， コ レ
ト平行シ テ 補体債， 防禦素モ 初期増加シ末
期 二 至 ッ テ ハ 低下 二 移行 ス ル モ ノ ガ多カ ッ
タ 0 コ レ ハ 低壁負荷 ガ初期 二 網内系ヲ刺戟
シ
， 防禦物質ノ 生産 ヲ増進 セ シ メ ル ガ ， 斯
ク ノ 如キ高度ノ 低歴負荷ヲ反復 ス レ バ 網内
系ノ 疲 弊ヲ招来ス ル ニ 至 ル カ ラ デ ア ラウ 0
一 方 3．0 0 0－ 4，0 0 0椚 以上 ノ高度低圧ヲ
負荷 ス ル場合 ハ 循環系統ノ 反應 ハ 明 カ ト ナ
リくH erbst
く用
J 循環 血液量 ノ 増加 ヲ釆ス
モ ノ デ ア ル 。 く和田 佃 Jale。 ti
Oヲz。ntZ仏書





G rol lm a n n但P Do ugla s聖I wollheim ，鋤
而 シ テ 斯 ル 場合循環血液量ノ 増加 ハ 血液
903
貯蔵所タ ル肺臓， 肝臓， 皮下毛細管等ノ 収
縮 二 依 ッ テ 行 ハ レ ル 。 くRein讐ヰB i，ke，望





従 ッ テ脾臓 二 於ケ ル貯戒補体ノ放出ガ初
期 二 於ケ ル 補体増加 ノ ー 困 ヲ ナ シ テ ヰ ル モ
ノ ト考 へ ラ レ ル 。 尚岡村ヲゆG，a Witz ，e功越
智ワ主張 ス ル如 ク低垂下 二 於テ 血液ノ 濃縮
ガ招来セ ラ レ ル事 モ 亦防禦物質増加 ノ ー 因
ト シ テ ア ゲ ラ レ ル ダラ ウ0 5 96ガ清Hグ ノ 如
キ弱キ低塵負荷 二 依 ッ テ モ 新 仁コ ン ゴ ロ ー
り 指数 ハ 上昇 シ ， 網内系 ノ 機能冗進 ヲ示
シタ ガ末梢血液 二 於テ ハ 防禦物質の 増加 ヲ
澄明シ得ナカ ッ タ ノ ミ ナラズ 低下 ノ 傾向ガ
認メ ラ レ ク ． コ レ ニ 封 ス ル説明 ハ 困難デア
ル ガ
， 恐ラ ク是等物質ノ 産生 ハ 冗進 シ テ 居
ル ノ デ ア ラ ウ ガ顕著 ナ ル循環系ノ 反應 ガ起
第 5 章 結
余ノ賓験成績 ヨ リ得ラ レ タ結論 ハ 次 ノ 如
クデ ア ル
．
り 家兎 二 於 ケ ル 補体潜血カ ハ 596柑 Hグ
低壁負荷ノ 場合 ハ 低下 ス ル モ ノ多ク上昇 ス
ル モ ノ 稀デ ア リ ， 4 6 2冊 Hグ 低墜負荷 こ 於
テ ハ 上昇 ス ル モ ノ 多ク低下 ス ル モ ノ 稀デ ア
ッ ク ． 353 謂椚Hグ 債腰 負荷ノ 場合何レ モ 上
昇ス ル モ 賓験後半期 二 至 レ バ 低下 二 移行 ス
ル モ ノ ガ多 カ ッ タ ．
2う 結合力 ハ 596 れH針低塵負荷 二 於テ
ハ 上昇不欒低 下等 ヲ示 シ 462捌けIグ 低歴負
ラ ヌ 為 二 流血中 へ ノ 放出ガ増加 シ ナ イ ノ ミ
ナラズ L。eW y
Oり言 ヘ ル ガ如ク皮膚血管ノ
収縮， 貧血 ヲ来 ス 為デ ア ラ ウ カ 0
墳墓 ノ 都度補体カノ 上昇 ヲ 見ル ハ 不合理
ナ ル如キ観 ア ル モ ， A s ch。ffくミ2ユsei ffe rt ，
Tu ngeblu t
鋤
ノ 説 明ノ 如ク網内系機能 ハ 墳
基材料ノ 量及 ビ性質 二 依リ テ モ左右サ レ ，
晋戸車佐藤 個 ノ 賓験 ノ 如ク項塞材料ノ補休新
生機樽 二 刺戟トナ ル為トモ 解セ ラ レ ル ． 墳
塞ノ 持鱒 二 依り補体カ ノ 減弱ス ル ハ Ju n －
gebl。t
OqJ 思考 ノ 如ク封鎖直後 ハ 機能冗進
ヲ釆 ス モ 後 ニ ハ 麻痺状態 ヲ呈 ス ル 為デ ア ル 0
墳塞卜同時 二 低歴 ニ セ ル 場合 ハ 低壁 ニ シ ナ
カ ッ タ場合 ヨ リ減弱度ガ弱イ ノ ハ 低壁其 ノ
モ ノ ノ 補体新生機構 二 刺戟 トナ ル カ 或 ハ 低
塵負荷 ニ ヨ リ貯蔵補体ノ 末梢 二 排出セ ラ ル 個
ル 為デ ア ラ ウ ト推定 ス ル 0
荷 ノ 場合 ハ 上昇 ス ル モ ノ 梢々 増加 ス ル ガ低
下又 ハ 不襲ノ モ ノ モ 認 メ ラ レ タ 0 35 3椚射伊
低塵 二 至 レ バ 上昇 ノ 傾向 ア ル モ ノ ガ多 カ ッ
タ 0
3フ ドチ ブ ス 菌 二 封 ス ル 家兎血清殺菌力
ハ 596珊 Hダ， 462 珊 Hグ，3 53 ガ滞Hグ，低壁負
荷 二 於テ ハ 何 レ モ 補体溶血カ ノ 賓験結果 卜
略等 シ キ欒化 ヲ示 シ タ ．
り 4 62 打方Hダ 低腰 ヲ負荷セ ル 海瞑 ノ 補
休潜血力 ， 結合力 ， 並 二 防禦素ノ 賓陰成績




5う 網内系機能 ノ 襲化 ヲ示 ス 新 仁コ ン ゴ
ロ ー ト指数 ハ 5 96 珊 Hグ， 3 53 椚椚Hタ 低麿負
荷何 レ ノ 場合 二 於テ モ 上昇 ノ傾向 ヲ示 ス モ
353 折節Hダ 低壁負荷ノ 時 ハ 寛厳後半期 二 至
レ バ 屡 々 低下 二 移行 シ タ ． 墳塞賞味ノ 場合
ハ 補体溶血カ ハ 墳塞ノ 都度上昇 ス ル モ堰塞
ノ 持繚 二 依り次第 二 減弱 シタ ． 項塞 卜同時
二 低壁 ニ シ タ賓験例 ハ 低壁 ニ シ ナ カ ッ タ賓






試 管 管 例 線 1和 1





ロ 一別十 甘廿 一肝 一軒 一 肛 肛ー 壮 1十 ＋ 2 5
田 田 冊 一帖 廿 ー什 一汁 ＋ 田
血 清 防 禦 乗
検 査 日
血 清 稀 樺 倍 数 gN
Kl 岩田 4 田 16 32 6 4 Kl K2
低 圧



















ロ 口 24 凶 23 2 25 田田 山 5 5 5．5 田
田 口 32 3 25 31．5 30
2月




ロ b 3 2 田田 4 4












26 2 5 26．5
巴 12 10 岨 11．5
2 ロ 17 田
2 8 田
3 d 21 田 2 05 21．
田 切 凹 10．5 田
4 n 29 3 0
田 2 6 2 6
5 b 24 25 23 23． 国
2 田 田 口 7 8















ロ q 25 21 325 37 37 31．5 242 2 3 凹 25 岨 12 255 21
2 b 31
J 29 2 85 28 田 5
田 由 田 岨 11． 1 3 仁 5
田 山 3 0．5 305 24 3 45 35 24 34 5田 1 2 35 5 1．．5 8 7 1 25








5 円 25 22．5 25 215 25 23 1 4 山
2 5 5．0 田 1 ま5 105 17 12 岨
6 q 32 田 田 幽 32 3 0 33
ロ 凶 29 田 21 岨 26 2 2 14 1 42 田 切 7 14 岨 12 8 9
8 山 34 団 t 田 295 3 2 団 凶 岨
2 7 岨 田 14 1 25 12 8 岨 岨
9
n 15 1 5 1 7 田 12 田 22




















ロ q 18 24 同 265 305 3611田田 山 7 田 25 8．5 －19fI 2
田 口 21 凶 21．0 田 28 田 凶脚 岨 凶 7．0 田 1 4 13 14．0
3 口 凶 図 27 切 28 21 27
田 22 22 2 7 27 28 軸 田
4 b 粗 315 凶 田 28 21 凶
凶 岨 45 6 円 田 u n
5 吋 1 85 30．5 295 1 6，0 凶 凶
凶 1 2．5 1 1．5 ■75 5 田 岨
田 u 四 3 0 田 2 3 2 3 2 2．5田 向 2．5 q 凶 23 225
7 口 田 3 4．5 325 31
凶 2 9 1 95 32．5 1 0
田 u 岨 15 1 8 17 16．5 22田 n 山 4 田 2．5 2 2
田 u 田 9 9．5 田凶 四 7 4．5 岨
























ロ 田 29 19 24ク1
2 8 7 8 田 ウ
田 b
30 33 3 2 33 ワq 32 田
田 8 4 4 6 14 的 岨
3 n 田
33 25 3326 30 33
凶 8 4 5 5 12 7 田
巴 8 田 34
33 22 221只 26 田
田 5．5 囚 Z 6．5 5 A 6 B
田 凸
2 4 31．5 田 21．5 3 2 30 3l 30．
2 出 6．5 65 65 9 14 8 9．
田 B 田





ノ 凹 4 1 n
ロ d 凹 田
3 0 31．5 18．5 1 3
2 7 6 9 10，5 1 37 7



















25 29 2 95
2 阿 田 1 45
2 口 265 2 65 田





2 95 3 05
2 35 45





7 d 田 Z 3
凹 15 7
8 ロ 24 29
2 6 1 3
9 ロ 2 2 3 0 n





1 四 2 2






























ロ 口 8．5 同 22 田 36 33 232 75 1 55 19 l 1 7 26 14
田 q 田 30 切 田 23 2
．
8 田
2 105 岨 田 田 1 3 7 田
3 u 25， 田 30 田 3 0 27 岨
2 9．5 岨 岨 115 9 出 1Z
4 凹 29 31 31 田 34 田 15
凶 8 向 附 岨 陶 肘 1 2
5 b 27，5 J 凶 34 2 3 26 叫
2 9 1 4 14 何 田 凶 叫
6 q 105 3 05 田 34 29 田 凶
凶 8，5 255 田 何 18 2 3 21
ロ q 22．5 325 田 田 175 26 2 1 122 7．0 35 9 l 1 25 田 8 3
8
n 15 225 20，5 25 28．5 2 65 4．0



















口 q 0．1 1．9 1．4同 62 6月 5．9
田 u 208 21，1田 団 5．1
田 q 11．7 11．0 117 113 12．3田 8．0 8．1 85 7．8 8．6
ロ b 1 1．2 10．6 115 10．8 12．52 8．0 78 8．7 79 8．7
5 q 1．0 1．4 1．0 1，1 12







ロ b 5．5 5ユ 5．9 5．5 5月田 89 92 8A 9．1 8．7
2 ロ 4．6 57 5月 69 7．5
田 5．4 56 5．4 63 田






5 n 9．1 7月
田 89 四
6 q 5．8 6．0 5て 6．8 6．1
田 56 57 6．0 6．0 5．4

























100 1 0．8 11．5 86 129 1 22 10月
2 7 4 7プ 75 77 77 7．6 7．6
2
3
d 1 02 11．7 8 7 12．35 14．1 1 2ユ6 102
田 75 75 3 773 t 7プ 7．4 2 7了
u 5 71 暮l 10．6 75 1 58 10．7 1 0．6 7月
75 4 73 79 75 7ユ 7月 7．8 75
ロ b
7ユ 63 3月 1．3 1．08 5月
2 7．6 88 7fi 73 72 6月
5
d 65 8月 田 6月2 1 3fI 1 1．8
2
田
7．4 76 739 67 6 8．0 7．6
6
4ユ 72 24 4 11月 1 3．46 139
田 7月 76 72 8．0 75 6月
7
u 6月 9．6 35 5 55 7月5 1024
























口 77 5．3 92 7月 1 4． 34．7 4 49 55．4
8 87 田 7．6 79 8A 1 4． 79 79
田 8
48，4 213 28．0 1 77 1 7月 17．1
田 1 0．8 9．7 8．4 6．8 6．4 7．3
田 2 1 3．1 12．4 14A 1 4． 1 2．4 112
ロ 2 8．4 8ユ 10．7 1l，4 11．6 10．9 11．6 11．4
田 日
21．8 14．1 1 4． 2 02 112 14．1
2 8．0 8．6 7．8 8．0 84 7，6
ロ 2 6． 152 1 4． 7て
1 2 1 0．2 1 0．3 11．2 10．9
ロ 282 31．9 1 99 1 2．3 12．1
凶 1 05 85 8．9 8．6 189
8
1 口 10．8 1 1．3
田 1，8 1．8
田 q
12．4 123 32 09 1．0 0． 5
何 45 5．1 59 4．6 6．5 5．8
四 q
20．6 162 8．0 田


























20．7 4．2 5．1 4．8 72 5 5．6 11．0
2 139 1 58 13．4 1 22 11月 1 2．0 142
2 口 81 0，9 0．9 22 09 2．0
2 14．4 14．2 1 4．3 11．2 1 l．8 1餌
田 q
40．3 1 4．0 m 6．1 2 03 23．6
田 7月 73 108 85 9．4 72
ロ 臼 33．5 1 2．6 22．4 5．9 1 3月 3422 7．6 85 11．4 9．6 9．2 7月
5 口 伯 4．0 35 4了 8A
2 7A 6．3 6．1 65 7．1
6 口 2．4 0 田 12ユ
2 11． 11．8 10．9 72
7 d 田 09 15 1．2
l
凶 8．8 10． 92 9．5 9カ
8
1 109 2．5 20ユ 2 1，5ノ 2 0，1
























12．0 7．6 4月 11．0 1 4．0 1 5．2 1 75
凶 9．0 田 8．6 82 8．7 8．7 8．1
2 ロ 7．6 4．5 3月 79 15．8 19．6 1 89
2 8．4 8．4 85 8A 8．8 83 8．3
田 口 8．7
．． 2．9 5，9 8．9 77 1 02 1 03 1
同 7．7 8．1 75 7フ 8．0 固 8．0 77
4 q 5．5 1 1．8 0．02 ． 026 3．4 5
向 76 7．0 7．6 75 8．0 7月
田 円 1 0．3 4，9 2．6 4占 1ま3 1 2．7 11．9 18．42 8．8 82 7月 8．4 8．5 92 85 9．0
田 ロ 7．6 5．9 32 10，3 1 0．1 11月田 79 7月 79 7．6 79 7．0
7 q 1 9．5 10．1 26．6 207 20．4 28．4 2 5，0
田 団 7．6 7． 79 82 83 87










斬 コ ン ゴ
ロ ー ト指数
対






ロ 測 定 値 1．71 17 7 1．7 5 1．47 1了 1．63 1．6
2 ル 1月4 1．67 1．7 5 1月 1月6 1．78 1月8
3 ル 1．76 1．85 1月8 1月5 1月9 1，79 17 8







ロ ル 1月7 2ユ5 23 3 19 8 1王I5 22 2．i
2 ル 15 6 187 25 3 26 0 1月0 1．91 1．73
3 ル
． 1A 5 1，6 2．0 18 8 15 5 1．89 15 6
4 Jゲ 1ユ6 1．84 28 0 24 9 28 2 1A 7 15 3







ロ ノケ 1月4 2ユ1 2．0 2．02 28 8 2ユ 15
2 ル 1ユ4 12 6 1．38 151 133 1．07 1．03
3 ノケ 1．8 4 2．08 28 4 2fIl 19 6 1． 6 1，48
4 ル 1ユ6 12 8 22 4 235 19 4 1．35 ．44
5 ル 2ユ7 2AO 28 8 35 3 2．4 0 13 3 1ユ7
薪 コ ン コ
．
ロ ー ト 指 数
第 1 4 表
琶陰傑件 動物番号
予備墳墓前後対照 対 照 値 測 定 後 検 査 日 数









ロ 28 29 田 26 22 26 20 四
2 17 1 9 14 8 四 四 6 田
3 2 4 30 田 26 2 6 四 165 四













ロ 2 9 295 田 24．5 275 2 65 17田
2 2 4 2 75 田 四 23 田 四 四
田 6 235 26 22 24 26．5 3 1 215 16．5
4 3 2 275 28 23 田 22．5 26fI 田 田
6 19 245 田 2 35 30 25 17 田
填 重 美 験
911
献
く1墟痛ぃ 目表徴生物学含雑誌， 9， 3 21， 大 8 0
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